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    試験管ベビー・体外受精・冷凍卵・営業ベースの受精卵銀行・代理母間題
    （依頼人が途中で離婚の場合も）・男女生み分け・孫の出産も可能に・受
    精卵選別（髪、皮ふや目の色 etc．）・にせ精液事件・中絶胎児の研究利
    用・減数中絶・遺伝子診断及び治療・人ロ問題…
（2）AGINGへの努力、その他
    人工心臓・pain－clinic，mind－control・心、肝、膵、腎、骨髄などの移
    植問題（心臓死・脳死の場合）・倫理委員会・輸血問題・海外渡航による
    移植問題・移植ネット作り・臓器密売・生体肝移植（親←→子、成人闇）・
    検視体・拒否者や未熟児、処刑者等からの摘出問題・移植に対する世論調
    査・異種移植・異所性移植・臓器移植法…
（3）人生の終り（らせ）方に
     関する言者問題
    安楽死・自然死法・尊厳死・死ぬ権利・死なせる権利・植物人間・脳死問
    題・がん告知の是非及びアンケート結果の推移・死の判定基準・脳死臨調・
























      （体外受精・試験管ベビー・男女生み分け  etc．）
78．7．17 （米）N．Y．連邦地裁、「試験管ベビー破壊」でD．デルジオ夫人、病院と婦人科
     医長相手に3億円請求の初公判。被告側はシュトルズ博士は功名心から病
     院に無断で実験を承諾したが、これは医の倫理に反し、母体の生命も危険、
     と反論。
  7．25 （英）世界初の「試験管ベビー（体外受精児）」誕生。マンチェスターのホル
     ダム病院で、同院のDr．ステプトーとケンブリッジ大のDr．エドワーズの
     コンビで鉄道員の妻レズリー・ブラウンさん（32才）から帝王切開で出産に
     成功。 母子とも順調、Missルイーズと命名。医学界の歴史的偉業と言わ
     れる反面、人間の「恣意的な子孫作り」に道を開くものとして、倫理的に
     疑問視する声も。バチカンのスポークスマンは「自然に反する行為であり、
     根本的な悪」と述ぶ。ロンドンでは、約5．000組の子供の無い夫婦の「第2
     のベビー希望者」が殺到の由。N． Y．では、未だ「試験管の中」の受精卵の
     命を巡って裁判中であり、技術的にも難問は多く、英紙デーリー・メール
     が報道独占権の為、約30万ポンド（約1．25億円）を投じた完全特ダネとする
     等、この問題には、その後発生する数々の問題点の萌芽が見られる。
 10．5 （印）インド通信（PTI）が「2人目の試験管ベビー」を報道。カルカッタ医大國
     のDr．バタチャルヤら3人のチームが「英国と同じ方法で出産」と発表。
 10．6 （印）カルカッタ療養院の医師団、2人目の体外授精児は、当日の発表と異
     なり、英国方式とは違う「受精卵を冷凍して、53日後に体内移植」と公表。
     技術的には一歩前進と言えるが、両親死後の出産や受精卵銀行、自分の死
     後の代理出産が可能となる等、新たな問題も生ず。
 12．1 （スペイン）バルセロナ大泌尿器科のDr．ジル・ベルネら26人で、若い男性に
     「こう丸移植成功」と発表。今後、レシピエントの作り出す精子は自分の遺
     伝子と無関係に、ドナーの遺伝子となり、子供が生れた場合は法的にも奇妙
     なことになる。
 12．25 （米）医学研究財団から特別賞受賞のDr．ステプトーが特別講演で、目下体
     外受精で数人が妊娠中で「来春には英国で第2号誕生」と述ぶ。10％の成功
     率を3年以内に50％に向上させたいとも。
79．1．14 （英）グラスゴーのストブヒル病院で「英国2人目の試験管ベビー誕生」とデ
     ーリー・メール紙が独占報道。2回目の受精で成功し、2月のバレンタインデ
     一の予定が1ケ月早く今度は男児を、自然分娩で出産。名前はアラステアー
     君。
「生と死のネオパラダイム」と倫理 29
79．1．22 （印）世界で2入冒の体外受精のDr．S．ムケルジー記者会見し「既に100体以上
     の入で実験を重ね、現在数人の体外受精児が母体にあり、受精卵は一196度
     で冷凍」と述ぶ。
  3．10大阪、ルイーズちゃんTVの特別番組出演の為来日。彼女のニュースは英紙
     と独占契約につき、一切ノーコメント母親の「疲れた」の一言のみ。
  3．31 （英）サマセット州のA．トロット夫人（23）、世界で始めて「子宮摘出後に無事
     出産」マーチン君と命名とデーリ・エクスプレスが特ダネ記事。通常子宮の
     下の膜の中で育った奇跡の出産の由。（発表は4月16日に）
  5．！5 （ニュージーランド）オークランド市の国立婦人病院でも、M．マーチン夫人
     （29）が「子宮摘出後に女児出産」とオークランド・スター紙報ず。i摘出手術
     の2日前に妊娠し、胎盤と赤ちゃんは腸の血流で育ったと推定。
  9．21 京大入谷明教授（家畜増殖学）と西村敏雄教授：（産科学）のグループ、「ヒトの
     体外受精」日本で始めて基礎実験に成功し「日本不妊学会」で報告。
 10．1 山口県宇部市での「日本不妊学会」で、排卵誘発剤使用の妊娠は「20％が多
     胎出産、流産率も高い」と、阪大の青野敏博講師が全国調査の結果を発表。
 10．20 ステプトー博士来日講i演「体外受精77組中、成功は2例」、4人妊娠し2人は流
     産（採卵45例、受精失敗10例、分割失敗3例）と述ぶ。
80．！0．8 （米）カリフォルニア大Los校M．クライン教授、血液病の患者に「世界初の
     遺伝子治療」。正常な遺伝子を患者の骨髄に移植。
 11．10 胎児の性別が簡単に判る試験紙開発のメーカー、製品化を断念。「自然の摂
     理に反す」との批判多く。
81．1．3N．Y．タイムス紙、ジュネーブ大（スイス）の実験室で、世界初の「ほ乳類での
     クローニング（無性生殖）にマウスで成功」を報ず。生殖過程を経ず、オス
     とメスの遺伝子が混らぬ為、そっくり同じ個体を生み、将来同一人間のコピ
     一と言う、倫理的問題も含む。植物では実用化されている。
  6．17 （米）マウント・サイナイ医科大病八丁．ケレニー教授「母体内で双子選別、異
     常兜殺した」と記者会見。一人が染色体異常でダウン症候群と判明の為で、
     心臓に針を。他の一人は4ケ月後に正常に出産。
  9．！0 （米）N田（国立衛生研究所）実験諮問委、「遺伝子組み替え実験」規制撤廃。
82．1．！3 文部省学術審議会「遺伝子組み替え実験の指針改定原案」を発表。潜在的危
     険ほとんどないので欧米並に規制緩和へ、が理由



































































     卵巣（約30人分）より採卵、「無断で体外受精を実験」、数例は母体に戻せ
     る段階まで育った事件が発覚
  3．9 東面大「四番目の体外受精児」（東北大以外で初）
  3．13徳島県立病院「ガン患者の卵を大学へ本人に無断で体外受精実験用に提供」
  3．27徳島大「体外受精児」誕生
  3．31 （米）テネシー州、人工受精・受精卵移植で「馬の新種」
     （障害馬のジャンプカとサラブレットのスピードを有す）
  4．13 （豪）メルボルン、世界初の「冷凍受精卵による体外受精児」 （2ケ月後
     に解凍、女児誕生）
  4．13 東北大、6ケ月ぶりに「体外受精再開」
  4．26 （米）不妊学会、 「夫以外・妻以外」も容認（受精卵銀行を追認した形）
  4．26農水省日高牧場、 「牛の双子受胎成功」（受精卵を分割移植）
  5．6徳島大「我国6人目の体外受精児」誕生
  5。ユ3 日本産婦人科学会「2週間以内は受精卵も研究用に」 （事実が先行、14日
     迄は人間にあらず）
  5．14 東大、堤助手「卵子の役割を解明」 （体外受精率向上と同時に受精後飲む
     避妊薬へ道）
  5．16 東海大「受精の瞬間初めて撮影」成功
  5。29 （英）ウォーノック委員会「体外受精規制」を政府に報告予定（代理母親あ
     っせん業禁止、受精卵研究にライセンス制）
  5．31東海大「相次ぎ体外受精児」誕生
  6．17 （豪）「事故死夫婦の冷凍受精卵」遺産相続の為に出生さすか否かを巡り、
     メルボルン市クイーン・ビクトリア医療センターで議論
  6．26 資源調査会、食糧戦略や絶滅しつつある野生種保護の為「遺伝子資源の確保
     を科技庁長官へ答申」。
  7．9 農水省福島種畜牧場、我国初の「凍結受精卵で子牛を生産」。直接移植で肉
     牛大量生産に道開く。
  7．11 厚生省、小野薬品工業の「人工流産剤プレグランディン認可」。
  7．24 東海大「体外受精児（男）出産」全国10例目
  8．16徳島大、同上！1例目誕生、母親（39才）は最高令出産（同大学3例目）
  8．18 （豪）メルボルン、ビクトリア医療センター、世界2人目の冷凍保存の体外受












  3．14 （米）ミシガン州、ウェイン郡判事 代理母用いた「不妊夫婦閤の体外受精
     児の法律上の親」は「夫婦」と判決
  3．30 （英）ユニバシティ・カレッジ病院、体外受精世界初の「五つ子」誕生
  4．26 （米）米で初の冷凍受精卵児、6月に誕生予定と発表
  5．29 東北大、体外受精で「同一女性が2度目の出産」→一人っ子では可愛そう．
     ．．。（不妊、一回限りが原則の筈）
  5．30 慶大、倫理委経ずに世界初の「男女生み分け」（女児6人）他の開業医も数例
     を明かす
     （精子中より女性となる精子のみを分離して、人工授精す）
  6．4仙台、スズキ病院「体外受精専門病院」としてオープン
  6．4 s．s．（sex selection）研究会一男女生み分けに取組む開業医グループ
     一開業医レベルで40人以上の「女児生み分け」発覚
  6．12 s．s研究会今後も「続行宣言」（親の希望断れぬ。．．）
  6．17 産婦人科学会・日本医師会女児生み分け問題を議題に
  8．11 東京・某共済病院・排卵誘発剤「四つ子の間引き」（2児のみ出産）発覚
  8．22 （米）ワシントン、バーゲン毒素「代理母が初の訴訟」（1万ドルより愛をと
     依頼主を訴え）→87．3．31敗訴
  9．18 日医・生命倫理懇談会「男女生み分けは遺伝病予防のみに限る」但し、罰則
     なし。（86年6月慶大倫理委・86年9月7日産婦人科学会倫理委の結論とほぼ
     同じ）
 11．29 産婦人科学会、中絶胎児の「臓器の研究利用に歯止め」→丁重に扱う・動物
     実験不可能分のみ・医師のみ・両親の承諾etc．
 ユ1．29 （伊）ナポリ、ビラ・ディ・ピニ・クリニック「体外受精」＋「生み分け」の組




     時に体外受精後に冷凍保存、期間をおいて母体へ）→双生児姉妹
  4．4 東北大鈴木名誉教授、「体外受精の規制緩和」（83年「婚姻夫婦間に限る」
     と自ら決して会長に）→「夫以外も可」但し、一回限り。
  4．5南ア、P．アンソニーさん（48）「祖母が三つ子の孫を出産」（娘の代理母を
     引受け）→何親等？
  4．12 （米）ニュージャージー最高裁「代理母にも会う権利」週一回2時闇
  6．17名古屋、可世木病院、個人病院で初の体外受精、出産
  8．15 （英） 「初の七つ子」誕生（一人死亡）一回のお産の多産記録は十っ子（ブ
    ラジル）
  9．27 （南ア）世界初の「娘の代理母出産（三子）巡り論争。母であり、祖母であ
     る法手続・某紙と9．100万円で商業契約
 11．3 （米）代理母（M．ホワイト130万円で契約）が、別の子を妊娠
 12．22 （米）代理母問題で全米に法的規制の動き（エイズ・障害・多胎児の場合
     の受取り拒否。違約や妊娠中の母体死について）
88．2．3 （米）ニュージャージー州最高裁「ベビーM裁判」に違法の判決（養子の
    ．売買に準ず。富める者の弱者の搾取につながる）
  2，20越谷市立病院「GIFT法（配偶者卵管内移植）で初の四つ子」出産を発表
  2。20 日本産婦人科学会「冷凍受精卵の使用」を承認。安全性や倫理性（離婚後
    や夫の死後に廃棄の確認なし。代理母も可能）
  4．7 山形大医学部「解凍受精卵の異常」三割と発表
  5．16 新潟大倫理委「冷凍受精卵の臨床応用」国内初承認
  5．27 （伊）バチカン日刊紙「ローマで未婚女性が弟を出産」と非難。母親が受
     精卵を娘の胎内に
 ！1．1ユ 東海大医「本人の承認なく他面同志の体外受精実験」判明→産婦人科学会
     の基準違反













  3．9 N．Y．（時事）「白人夫婦から黒人の子」（86．12誕生）で夫人が精子銀行と医
     師を提訴
  7，15 （英）ロンドンのハマースミス病院「世界初・試験管内で性別選択→双子
     女児誕生
  8．2 国立循環器センター「胎児の胎外手術」に成功
  9．7 （米）W．ハンデル弁護士米国女性による「代理母日本ベビー」 既に4人と




     研究所、試験管内で受精し、世界初の「四～八分割時での健全卵選別」に
     成功一特別な精神病のみに限っているが、髪の毛や目の色等もこの段階で
     検査し、生み分けも可能（受精卵操作）
91．1．4 （米）カリフォルニア、ツラーレ郡地裁、児童虐待の母に「避妊具埋め込み」
     を命令→生む権利を巡り議論呼ぶ
  1．28 山形大医、凍結受精卵児誕生、男女の双児（全国で4例目）
  3．11 （英）「タイムズ」「ツデー」（共にユ1日付）「人工受精で処女妊娠」報道、20
     代の性未経験女性が、精子の皮ふ、目、髪の色の好みを選択。他に2人の
     女性が待機中。英政府は「規制を検討中」
  4．4 上野動物園のパンダ（ホアンホアン）の人工受精に米国パンダ（シンシン）の
     凍結精液使用を決定
  5．10宮城スズキ病院「精子、受精卵ダブル凍結の体外受精」で女児出産。（凍結
     精子より数ケ月後に採卵、受精。体内に戻した分が失敗の為、保存分を使用）
  6．6 （米）シティー・オブ・ホープ全米医療センター「骨髄を姉に移植する為に妹
     を出産」（白血球の適合者が見当らぬ為、姉を救う為に出産し、生後13ケ月
     で手術）
  7．22 （豪）「92才男性に赤ん坊」妻は38才、世界最高令の父親に。
  8．15 宮：城スズキ病院「凍結卵で我国初の妊娠」（凍結精子や受精卵には前例が
     ある）倫理面でも、生命体たる受精卵よりは問題少なし、未婚の卵巣摘出者
     でも将来、子宝が得られる。
  8．2！ （米）バージニア州、J．オディール死刑囚「死刑囚にも子孫残す権利」要求。
     精子保存で女友達へ。州最高裁は拒否。
「生と死のネオパラダイム」と倫理 35
91．9．26 （米）カリフォルニア州オレンジ郡上級裁「遺伝学上の父と代理母双方に養
     育権」依頼人夫婦が離婚のの為。
 10．9 厚生省、遺伝子治療推進の為の「専門委設置」。（対象限定や倫理基準作り）
 10．12 （米）サウスダコタ州、娘夫婦の代理で双児の孫を出産（母が娘の代理母と
     なるのは米国初）
 ！1．8 （英）BBC放送番組にて、DR．ラビ・グプタ（英）がDR．ロン・エリクソン（米）開発
     の特許を購入し、ロンドンに「男女生み分け病院開業」を報道。既に1500
     人の「選ばれた子」が誕生済み。英教会は「子供の商品化」と反発。
 ユ1．20 （加）B．コロンビア州高裁、不注意な「人工受精でエイズ感染」の婦人科
     医に、100万カナダドル（1．2億円）の賠償命令。
 11．22 栃木、流出医科大病院、体外受精関連の「GIFT法で五つ子誕生」（男児3、女
     児2）
 11．30 産婦人科学会、条件付きで「顕微授精を承認」。男性不妊救済へ道。
 12．4 大阪府立母子保健総合医療センター「女児ばかりの五つ子誕生」。性別の
     同じ五つ子は国内初。
92．1．9 北九州市、産業医科大病院「妊娠21週目で出産の超未熟児（398g）元気に6
     ケ月を」。厚生省、医療進歩で、91年人工中絶を22週未満に改定したが、，
     再見直しも。
  2．！ （米）最高裁「ペンシルバニア州中絶制限法案の審理開始」を決定。同裁は19
     年前に、中絶は女性の憲法上の基本的権利と判定したが、カトリック教会や
     共和党系より自由化反対の動きが強まる。
  2．6北九州市、St．マザー産婦人科医院、体外受精で「重症の精子無力症でも
     出産可能に」。20％超す妊娠率。
  2．9 （英）サンデー・タイムス「受精卵あげます」の記事。体外受精で双児をも
     うけた夫妻が未使用分を希望者へ。法律的には、出産した母の実子扱い。
  2．11愛知診断技術振興（財）の植田美津江室長「郵便による妊娠判定開始」。他
     人に知られずに調べたい人の為に尿試験紙を発送。20代、40代の前半と10
     代が多い。多分、世界初。
  2、28 日本産婦学会の全国調査で「体外受精児2年前（1990）で1000人超す」死産、
     異常も少数と発表
  3．6 大阪、母子保健総合医療センターで「五つ子誕生」（男児4、女児1）、国内
     8例目。


















































     技術的には、人間の精子にも可能の由。
  8．1 （伊）世界記録を4才更新、「61才の助産婦カンタドリさん出産」夫の精子で
     別の女性の卵で体外受精し、自分の子宮へ。
  8．26 上野動物園ホアンホアン「凍結精液の受精失敗」出産可能性なしと発表
  8．27東邦大第ユ産婦人科、不妊治療中の夫婦（83人）にアンケート、「借り腹は4割
     が容認、卵子も提供は反対が4割」山形大医のアンケート（171人）でもほ
     ぼ同様の結果。血のつながりを重視の傾向。
  9．24米医学誌、ニューイングランド・ジャーナル・オブ・メディシン（英）ハマー
     スミス病院と（米）ベイラー医大のグループ、遺伝病の子を出産する可能性
     のある夫婦を体外受精の上「遺伝子診断」一〉 「選別（発症の恐れのない受
     精卵のみを）」→「出産」に成功。主意でも（6／16）に基礎研究承認。
  9。27 （米）フロリダの裁判所、12才の少年に「親を選ぶ権利」認む。4才の時
     離婚した父→母に引取られた後、里子に出され、本人は養子を希望。
 ユ0．8 （米）カリフォルニア州53才女性、夫の精子を他人の卵で対外受精、双子
     出産の予定。米の最年長記録。
 ユ0．23北九州市、St．マザー産婦医院、国内2例目の顕微授受精で3人誕生と発表。
     うち1人は「国内初の卵子注入法」で。①透明体切開②卵子と透明体の聞
     に精子注入③卵子内に直接針で注入。精子を人が選ぶ点が問題
 ユ0．24 群馬大医グル｝プ「世界初の精子低温保存の体外受精で女児出産」を発表。
     凍結せず液体のまま（4．C）保存し、3回分を合わせて7日後に受精。精子の
     数も増え、却て活力も高まる由。安全性、倫理面での問題はより少ない。
 11．5 日本不妊学会アンケート、不妊夫婦の4割がホスト法（子宮のみ借りる）に
     賛成、「サロゲート法」（代理母の卵子も）には8割が反対。
 11．16 （独）妊娠中に事故で脳死状態の女性（18才）、流産の為維持装置外す。
 11．29毎日「四角い青空」1－6体外受精の先天異常を某大学病院、チームの名
     誉の為に「母子共に元気、成功」と虚偽発表。公表すれば日本の体外受精
     、は止ったかも、と言うが、京大は89年10月、無脳症2例を公表済。
93．1．24 厚生省、来年度から「遺伝子治療を本格研究」、但し、新旧の発生阻止、生
     殖細胞は操作せぬetc．が必要。
  2．14 s．s．研究会会長の杉山医院「過去5年間に！00例の女児産み分け」、治療以
     外（親の希望）が1割。日医（86年9月）、産婦科学会（86年11月）の禁止は無視
     さる。（独は禁止、米は放任、英は1月に産み分け病院開業）
38 。 正 木 晴 彦
93．2．14 日本産婦人科学会、年並1万組が体外受精、受胎出産は5人に1人の為「戻
     す受精卵は3個までに」と提言。
  3．6長野、諏訪マ六六ティクリニック院長「減数手術を自ら名乗り、公の論議」
     を提案。6年半で32例実施、一律禁止（母性保護医協）よりも「実施基準」
     を。（4っ子以上は無条件・3つ子は分娩困難時のみ・双子はせず・基本的に2児
     は残すetc．）
  4．ユ5 厚生科学会議「遺伝子治療に関するガイドライン」厚相へ。対象を致死性の
     高い遺伝病、がん、エイズetc．に限定。十分な動物実験と患者の同意が前提。
  4．21医大グループ、ヒト受精卵の遺伝子診断、基礎研究（92年6月～）→臨床応
     用申請の方針決定。生れた子が遺伝病と判った時のガイドラインは未定。
  6．2 1CA（米不妊治療センター）日本事務所、40代の夫婦「日本人初の卵子ドナ
     一妊娠」を明かす。他に8組が待機中。東洋系学生がドナー。実子として
     届出の予定。民法上は「遺伝的つながりのある子の分娩」が親子関係の原
     則。相続時に訴えあれば問題との学説あり。
  6．25 山口大鈴木達行教授「卵子のみで牛妊娠」と発表。ミツバチ、アブラムシ、
     一部の魚類以外の「大型高等動物の単為生殖」は世界初。→優秀な家畜の
     増殖、野生動物保存へ利用か。
  7．7水産庁研「2匹のオスの精子からアマゴ（さけ科）の稚魚誕生」。魚は卵の
     みでも生れるが雌のみ。この方法は雌雄共に作れる。
  7．9鹿大永田教授グループ「受精卵遺伝子診断」倫委へ申請。
  8．26 （米）N．Y．カトリック信者中心にした保守派の中絶（合憲だが）反対が激化、
     医師を銃撃。
  8．26 （米）N．Y．結合双生児の父、分離手術の寄附金で乗用車購入、バカンス旅
     行、手術直前にコカインパーティー。他のカンパへも悪影響。




     畜では行われて来たが、コピー人血は不妊治療と無関係で興味本位。人工
     受精残余のクローンを冷凍して将来、臓器提供用に妊娠さす等は論外。
 ユ1．1 （米）大手二社（NY不妊センター、 Los代理出産センター）日本人夫婦の代理
     母出産既に5人、41組が登録中と公表。法務省、実子と届出れば公正証書
     原本等不実記載の刑法犯の可能性示唆。（米）本人の同意あれば自由、（仏）
     人体の商品化に付、禁止。
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93．1ユ．5全農飼料畜産研、クローン牛の受精卵をクローン化し、「リ・クローン牛誕
     生」。良質牛の大量生産へ
 12．11 日本母性保護協会、陣痛促進剤による分娩調整を是認し、管理上「出産は
     平日昼が望ましい」と強調。
94．1．3 （英）サンデー・エクスプレス紙、英チーム「中絶胎児の卵子用いて体外受
     精」と報ず。胎児の卵巣は10～12週で生ずるので成熟させて卵提供不足の
     一助に→一部の若者が中絶児を売って卵巣提供したり、「この世に存在せ
     ぬ母親」の子供の出現も。
  2．3北九州市、セントマザー産婦院、世界初の「副こう丸からの凍結精子」で妊
     娠、出産。精管欠損、せき髄損傷の男性に朗報。
  2．17 （伊）クレモナ民事裁判所、7年余の審理の末「他人の精子での人工授精児
     に父子関係なし」との判決。
  2．21 （中国）香港紙応報「胎児の性別鑑定流行」との報道。1人っ子政策の為、
     山東省では、新生児の男女比は、第1子1．64対1、第2子では10対1。
  2．26不妊カウンセリングセンター、米国の中国系大学生の「卵子提供による40
     代女性が3つ子出産」と公表。他に5組も妊娠中、1件約700万円。日本産婦
     人科学会は認めず。障害児出生時の対応や子供の母親を知る権利etc．の
     議論が必要。
  3．ユ5 （英）ロンドン・ジェンダー・クリニックで「デザイナー・ベビー（男女産み分
     け）第1号」。神への冒とくとして禁止法案上程の機運。
  4．8徳島大産婦教室「排卵誘発剤による多胎妊娠防止に成功」
  4．30 北九州市、セントマザー産婦人科医院「顕微授精で女児出産」全国で2例目。
  5．14 （仏）ツールーズ控訴院、不妊夫婦の冷凍授精卵「夫の死後の使用は禁止」
     の判決。不妊「夫婦」の治療に該当せず。
  6．6 厚生省三二問題研究所、2010年には30代前半夫婦の「3割が子供なし」と
     推計。結婚せずや、子供産まずの傾向が増え、少子化対策が急がる。
  7．14 （英）デーリー・ミラー紙、ルーマニアの10代の母親の「赤ちゃん1万1千ポ
     ンド（ユ70万円）で買って」との呼びかけを、実名、写真付きで伝う。生活
     苦から子供の売買が横行。
  7。18北大倫理委、日本初の「遺伝子治療を承認」。先天性免疫不全症の子に。
  7．18 （伊）カニーノ在住の62才女性、60代の夫の精子と第3者の卵を自分の子宮
     に着床「世界最高令の出産（男児）」
40 正 木 晴彦
94．7．29 （米）フロリダの中絶医院の医師らを「中絶反対派の元牧師ポール・ヒル容
     疑者が射殺」昨年3月にも中絶医師の射殺事件あり。62年の大統領選以来、
     中絶論争が激化、中絶容認のクリントン政権後は、反対派の病院、医師へ
     の銃撃が続く。約20年前の連邦最高裁判決で中絶は合憲とされている。
  8．9 （韓国）縮窄大学の調査によると、現在は結婚適齢期の男性が少し多い程度
     だが、2000年には男性が37万人、2010年には43万人も超過の由。「男女生
     み分け法による男余りの加速」と嫁不足。
  8．14 （比）カトリック教会主催の「ラモス政権の避妊政策反対20万人集会」。世
     論調査では政府方針支持者の方が多し。
  8．31 北大、ADA（重症の免疫不全）欠損の男児に、日本で始めて「遺伝子治療を
     文部、厚生省へ申請」
  9．8パーコール法による男女産み分けの開業医グループ、安全性に疑問として
     「産み分け中止」の学会報告。
 11．3 （米）フロリダ州ペンサコラ郡裁判所の陪審、「反中絶活動家の元牧師P．ヒ
     ル被告に電気椅子死刑」を求刑。被告は「中絶する医師は殺しても許され
     る」と訴えている。
 12．17 近大生物理工学部入谷教授、「前年9月死亡のゴリラから15ケ月後の精子で
     受精に成功」希少動物の保存や凍土のマンモスを象と交配も可能の由。
 12．25 （マレーシア）国営アンタラ通信「赤ちゃん密売組織を摘発」と報道。
 12．30 （米）ボストン「中絶実施医院を銃撃」7人死傷。反対過激派の犯行か。31
     日にはバージニア州でもノーフォークの病院で同一の男が発砲。
 12．31厚生省推計「出生数、21年ぶりに増加」と発表。晩婚化に歯止めか。
95．1．3 （米）S．F．太平洋不妊医療センター（PEHC），「邦人夫婦が精・卵ともに第3者
     提供の代理母で妊娠」を明かす。血縁関係無き赤ちゃんの確認は日本人で
     は始めて。
  1．11 （伊）ローマの会社員ルイジ氏、「亡妻の体外受精卵を妹に頼み出産」の報
     道で論争。（まるで冷凍食品、亡妻の願望実現は素晴らしいetc．）
  2．4鳥大N．ソフィキティス（アテネ大出身）助手と市大泌尿器教室グループ「世
     界初の卵子にDNA注入で妊娠」畜産分野では取組まれているが人間で成功
     は初めて。春にはギリシア人夫婦に第1号の赤ちゃん誕生の予定。不妊男
     性1％のほとんどは造精機能障害。
  2．6厚生省の評価会議、先天性疾患の男児に対する「北大の遺伝子治療を承認」
     患者の同意を強調。
  2．7佐賀医大、ジョージタウン大（米）と「遺伝子組み替ウィルス使い脳腫瘍治
     療」の共同研究。ベクターそのものを薬として使う試み。
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（2）AGINGへの努力、その他
      （臓器移植・人工臓器・PAIN－CLINIC・MIND－CONT
      ROL etc．）
79．12．22朝日「これからの生死」No．36．国立佐倉病院での「生体腎移植」と千葉大の
     「死体腎移植」をレポート。特に死体腎の場合、提供家族への事前了解を得
     る困難さ、更に摘出に備えてスタッフの確保、死亡後の摘出は健保がきかず
     収入はゼロ、等の問題点を指摘。
80．10．10 （米）カリフォルニア大の既クライン教授エルサレムのハダサ病院とナポリ
     大学病院にて遺伝子工学を応用して、世界初の「血液病治療」と発表。正








  9．2 （米）臓器移植に「新免疫抑制剤」許可（サイクロスポリンAで成功率は2
     倍に、日本では85．10承認）
84．2．14 （米）6才の少女ストーミーちゃんに世界初の「心肝同時移植」
  2．21 （米）食品医薬品局（FDA）「人工耳」（ユタ大）許可
  3．17群馬大グループ「人工睾丸」開発に成功（男性ホルモンを分泌可）
  5．4 （米）スタンフォード大にて「日本人として2人目の心臓移植」 （ユ）
     （牧野太平氏は68年8月の宮崎信夫君以来、86．11死去）
  5．21東大「山羊の人工心臓」世界最長（345日）で絶命
  6．22 （米）ミシガン大病院、脳死の3才男児の心臓を2才女児に移植成功。世界最年
     少心臓移植記録。
  7．9 （米）ジョージア州、ユニバシティホスピタル、35才男性に「12時間以内に2回
     の心臓移植手術」。
     1回目の心臓が異常のため。
  9、21鹿大グループ「犬に内蔵そっくり移植」（8匹中4匹以上は40時間以上生存）
 11．11（米）カリフォルニア州ロマリンダ大医療センター、ヒヒの心臓移植の赤ちゃ
     ん、経過順調
42 正 木 晴彦
84．11．！4 大阪で移植用生体腎「売買業者の公然たる患者募集」が問題化
 l！．24 筑波大「脳死」で摘出のすい臓（目本初）を含む腎臓との同時移植を公表
     （9月26日に実施される）
 11．25 （米）ケンタッキー州国際心臓研究所、シュレーダー氏に「世界2人目の永
    久型入工心臓」埋込む
85．1．13 （仏）前年1L月にRhプラスの「胎児の全血液交換」に成功と発表
  2．7 東大医師等のグループ（患者の権利検討委（PRC）及び脳死立法反対署名活
     動委）すい腎同時移植の「筑波大医師を殺人罪で告発」へ
  2．17 （米）ケンタッキー州オーデュボン病院、ヘイド氏に「3人目の永久型人工
     心臓」手術。第1号の後遺症問題もあり速すぎるテンポに批判も
  3．8 （米）FDA無認可の「研究段階の人工心臓で死亡」
  3．16 国立循環センター、3才男児に「＝補助人工心臓を初応用」（取外し23日後死
     亡）
  4．16 （米）オーデユボン病院「世界5人目の人工心臓」（バンチャム氏）
  4．30 東京電気大（理工）体内埋め込み「人工肺」開発（従来型の1／10）
  6．6 聖マリアンナ医大付院「宗教上の理由で輸血断り」子供死亡
  6．ll 国立循環器センターのチーム我国初の「完全体内埋め込み型人工心臓」
     開発（ジャービク7と違い体外駆動装置無く、社会復帰も可能に）
  9．10 鹿大、平教授「心臓移植」を倫理委へ申請（将来の再開に備え）
  9．17厚生省「サイクロスポリン承認」へ（臓器移植に弾み）
  9．18 東北大倫理委、国立大初の「臓器移植指針」（全臓器）公表
  9．18 筑波大院、日本初の「すい腎同時移植の男性死亡」
 12．19 （米）人工心臓8人目で「世界初の女性に」（30％小型化）
86．3．28 （米）ウィスコンシン州にて高橋美加ちゃん（8才）「肝移植」  （2）
  4．4 米医療器具メーカー「データーねつ造の人工弁」日本へ輸出が発覚
  6．10 （米）生後16日の「赤ちゃん同志の心臓移植」成功
  6．29 英紙6年前「米脳外科医、猿の脳移植に成功（8匹）」と報ず
     （フランケンシュタインと同様の試みで、意味にも疑問）
  8．6 （米）シュレーダー氏（永久型人工心臓第2号） 620日目に死去（全員死亡。
     術後の脳卒中や言語、 記憶障害などの為、中止を求める声も）
  9．10 日本移植学会、脳死前提の移植へ「行動規範作成」開始






  1．26 湯浅貞雄氏（町工場主）自作の人工心臓を持参、臨床試験の為渡英
  3．9東大患者の権利検討会（PRC）東大医科研人工臓器移植部長を腎臓移植での
     「殺人罪として告発」
  3．25 日医生命倫理懇中間報告「脳死を個体死」と容認（本人・家族が認めれば
     移植も可）
  3，30心臓移植研究会「3段階マニュアル」の原案まと．む（脳死確認死亡診断・承
     諾書）
  5．ユ2 （米）重症遺伝病患者から「生体心臓移植」に成功。ドナーには心肺同時移
     植（肺のみの移植困難の為）
  6．30 日弁連、3月の「日医脳死容認を批判」（不可逆的機i能喪失判定の可否、施
     設による判定不統一や死亡時刻問題など）
  8．8 （英）クロムウェル病院にて「肝硬変の元阪大医局員肝移植」邦人の海外肝
     移植8例目（判明分）。 （9）
 10．31 （米）ピッツバーグ大畑院3才の女児フォスターちゃんに「肝・膵・胃・大腸の
     四臓器移植」成功すれば世界初。
88．1．20 阪大第1・第2外科「心・肝臓移植を倫委へ申請」年内再開めざす。
  2，1 （米）カリフォルニア大L．A．校にて、「先天性胆道閉鎖症の上橋美佐ちゃん
     （1才）肝移植」。 （10）
  2．5 （英）D．レオナードさん（22）「心・肺移植後に男子出産」
  2．15岐阜県衛生環境部「貿易業者が比での腎移植2000万であっせんPR」にっき
     緊急会議。
  2．27 （神戸）日本心臓移植研究会で金沢医大「心臓移植マニュアル公表」
  4．5 移植学会調査「生体腎、非血縁者間の移植増加」が判明。臓器売買、偽装結
     婚の心配も。
  4．25 北大グループ「胎児の肝細胞を移植して免疫不全症治療に成功」早期中絶
     胎児から血液のもとになる肝細胞を。骨髄移植以外の救命法である。
  5．5 新潟、信楽園病室、我国初の公の「脳死」腎提供手術
  5．9大阪「肝移植を求める患者、家族の会」結成
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90．3．29 「裕弥君（生体肝移植第1号）」 4ケ月ぶりに一般病棟へ
  4．ユ1 岡山大倫理委「独自の脳死判決指針」5人の専門委（厚生省基準は2人以上）
     などで、より慎重な対応
  4．12 （豪）ブリスベーン王立小児病院にて、2度肝移植の「勝田智恵理ちゃん」
     死亡
  4．19 九大「国内又は国外からの脳死肝移植」申請
  4．24 九大杉町教授「倫理委のOKなくても、国外の脳死肝移植の意向→5・2当該
     患者死亡。
  5．12 （豪）鶴山威一郎ちゃん「肝移植再手術」（脳死の3才児より）
  5．15 京大倫理委、患者3人を特定し「生体肝移植初承認」（事前承認は九大に次ぐ
     2例目）
  5．22 島根医大倫理委「脳死肝移植」却下→渡英へ
  5．23 信大医（教授会）「生体肝移植を承認」
  5．29エホバの心入、過去5年間「人工血液」輸血（厚生省調べ）
  5．30 阪大倫理委「脳死心臓移植承認」日本初、肝・腎も。
  6．12 東女医大も「生体肝移植」申請
  6．15 東北大「脳死肺移植」申請（平成2年始めの広大に次ぐ）
  6．15京大、我国2丁目「生体肝移植手術」（父→男児）［2］
  6．19 継立国内3例目「生体肝移植」（父→女児）［3］
  624 （豪）愛知の横井油菜の長女、美幸ちゃん手術できずに死亡
  6．27実可ちゃん助ける会の募金に「使途不明金」→7，26元事務局長横領で逮捕
  6．28 熊大、国内2例目の「体外肝手術」（90。3．26九大に次ぐ）
  6．29 京大、2例目の「生体肝移植」（母→男児）［4］
  7．21 （英）ロンドン・オールコート病院にて、横浜の小6男児「心臓移植」
  7．24 阪大倫理委「脳死による心臓移植承認」（東大医科研に次ぐ）→8．12に最
     終回答
  8．4 （豪）ブリスベーンで肝移植待ちの水谷幽香ちゃん（3才、愛知県）死亡
  8．17心肺同時移植で渡英の男性「機内で死亡」
  8．24 日本初の生体肝移植（89．11．13）の杉本裕弥君285日目に死亡
  9．11信大、2例目の「生体肝移植」（父一男児）［5］
  9．13 京大倫理委、9才の女児への「生体肝移植」申請6日でスピード承認（6例目）
  9．18 （英）デーリー・テレグラフ紙誌ん坊の「臓器密売組織を報道」ブラジル
     →欧州ルートで腎（450万円）、心・肝（1。000万円）




     万円）で貧困層が志願、悪徳ブローカーが介在
 10．16 信大、がんの一才児に世界初の「生体肝移植」（父→男児） ［7］
 10．25 （米）スタンフォード大。初の「生体肺移植」（母一・女児）
 11．14 海外腎移植事業研究所上長（大阪市）、スリランカ政府登記官を介して臓器





     少［10］
 12．5 島根医大、益田医療センターからの「肝移植応援を断る」（倫理委で審議中
     の為）
 12，5総理府調査「脳死からの移植に6割が原則賛成」（肉i親の場合、心臓停止迄
     との意見多し）
 12．10 京大「生体肝移植」（6月15日、国内2例目）の能勢威夫君（9才、大阪府）179日
     目に死亡
 12．14 京大、滋賀県の男児（6才〉に11例目（京大7例目）の「生体肝移植」（母→男
     児）［11］
 12．15 京大、『生体肝移植』（11月21日、国内9例目）の西村利彦君（9才、高知県）25日
     目に死亡（11例中4例死亡で、術後管理の難しさが問題化）
 12．22 （豪）ブリスベーン王立子供病院、吉田香純ちゃん（1．7年、福島県）に「肝移
     植成功」
 12．25 東女医大、心臓死者からの『膵腎同時移植（2例目）』成功。第1例（7年前筑
     波大）は、脳死移植の為、殺人罪で告発さる。→心臓死の移植へも道を拓く。
     （91．1．15判明）
 12．30 下条厚相、脳死、移植等は「臨調の結論を待ち、重視を」と発言
91．1．11京大、小6男児（！1才、青森県）に「生体肝移植」（母→男児）［12］
  1．14 九大、「肝がんの男性（49才）に2台目の体外肝手術」（世界で10回目）
  1．18 東女医大「私大初の生体肝移植」 国内13例目（島根医大、京大、信大に次ぎ
     四施設目」［13］
  1．19 （英）ロンドン・ヘアフィールド病院「福島県の中2男子に心臓移植」成功と
     発・表（海外心移植8人目、同病院では7人目）
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91．1．25 京大医、一歳児に生体肝移植（国内14例目）
  1．26 腎移植臨床研究会で「4年前外国で腎移植者のエイズ死」を報告
  1．31 京大病院生体肝移植の小六男児死亡（14例中5例目）
  2．20 2年前豪で肝移植の「川崎奈央美ちゃん死亡」
  2．25 東女医大、「父親から女児へ生体肝移植」（同大2例目、全国17例目）
  2．28 福岡県医師会、「4月から腎臓バンク開始」を発表
  3．7 岡山大倫理委「脳死肝移植承認」（東大医科研、阪大に次ぎ3番目）
  3．8 京大医「母親から女児へ生体肝移植」（同大13例目、国内19嘱目）
  3．13 東大医科研「ドナーの状：態悪く、脳死肝移植見送り」
  3．18 国立循環器病センター倫理委「条件付きで心移植承認」（阪大、東北大に
     次ぎ3番目）実施は臨調答申後に判断の由
  3．19 島根医大専門部会長「脳死肝移植承認私案」を倫理委へ
  5．16 京大倫理委、初の「成人生体肝移植」承認。（従来の22例は、
     すべて小学生以下の子供）緊急性ある為で、前例とせぬ由。
  5。24 京大医、「父親から男児へ生体肝移植」（同大ユ7例目）
  5．28 岡山市医療生協（岡山協立病院）臨調の結論待たず「脳死者から昨年11月腎
     臓移植」が発覚。事故死のドナーに検視せず、倫理委未設置。既成事実化（？）
  5．31 （豪）ブリスベン市のロイヤルチルドレン病院で肝臓再移植の、豊岡三奈美
     ちゃん（福井県、4才）死亡
  6．1厚生省、生体肝移植に健保適用を検討開始。
  6．3 九大倫理委「脳死肝移植承認」厚生省6項目基準により、聴性脳幹反応や脳
     血流検査は参考とす。検死・司法・行政解剖は除く。 コーディネーター制、
     脳死判定委、脳死移植委員会設置等を勧告。
  6．4 広大病院「国内初の成人間生体肝移植」無事終わる。59才の母から38才の
     娘へ。大きな部分肝の必要性からドナーの負担大きく、親がドナーとなる
     ケース多く、高齢者になりがちな為、世界でも報告は一例のみ。
  6．14 京大医「高一男子に生体肝移植」母→息子（京大18例目、国内27例目）
  6．14 臨調中間意見「多数が脳死・移植容認」少数の反対も併記。人為ミス防止
     の為、厚生省6項目より厳しい基準を求む。
  6．21広大病院、初の成人肝移植（6．4）女性死亡
  6．24 厚生省「検死前の臓器摘出禁止」を医療機関に通知。
  6．27東女医大、我国初の「息子から母への成人間肝移植」
  7．2 信大医、「父から中ユ少女へ生体肝移植」同大5例目、・29例目。
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91．7、7 日本世論調査会「脳死移植、慎重派も含め8割が容認」（6月29、30日実施）
     臨調支持は約半数。
  7．10 奈良県立医大倫理委、脳死臓器移植「臨調答申の条件付き」で承認。近親
     者にカルテ開示、提供撤回も保障。
  7．12 東女医大、ベルギーから空輸し「主婦に国内初の脳死肝移植」→翌日死亡。
     再移植しかも、6歳未満（5才）の外国のドナーから、日本で初の脳死肝移植
     の必要があったかが問題。
  7．16 （英）医学誌「ランセット」最新号「香港の医師、処刑者の腎臓移植を英誌
     で告発」遺族に無断で検査もせず、230万円。
  7．18奈良県立医大、心停止後摘出、保存の「生きた弁、心臓に移植」成功。プ
     ラスチックより耐久性あり若人向き、サイズの適否等が問題。
  7．20 東京「脳死・臓器移植に反対する市民会議」で障害者、患者、医療関係者
     等が緊急集会。提供の強制、患者の人権侵害、背水の陣の治療を怠るので
     はと心配。
  9．2 （独）「シュピーゲル誌」など、旧東独最高のシャリテー病院で政府や社会
     主義統一党の「幹部へ強制的に生体肝移植や人体実験」でベルリン検察当
     局が捜査開始と報道。脳死未確認の摘出例も。
  9．6．東大PRC企画委、広大の医者及び倫理委メンバーを生体肝移植で告発。（生
     体肝移植の刑事告発は初めて。）
  9．23 京大病院、生体肝移植の高一男子死亡（京大5／22例、国内9／34例）
  9。28 日本移植学会公会シンポ「台湾でも死刑囚から臓器摘出」とチュン・ジアン・
     リー台湾大教授が講演。
 10．4 鹿大倫理委、「宗教上の輸血拒否は患者の意思を尊重」
 10．11東密歯大倫理委、「心臓移植承認」実施は臨調答申待ち。家族の承認と本人
     の生前の意思を確認、患者の選定には検討委全員の署名必須、第2例三三は
     直前に倫理委で確認を条件。
 10．27熊本市済生会熊本病院心臓血管外科グループ、本年4月に東大病院にて、エ
     ホバ証人信者の子に「無輸血で心臓再手術に成功」と発表。
 11．2 福岡、拡張型心筋症の橋川一也氏（30才、壱岐出身）の「渡英手術（3．000万
     円）支援で友人等が街頭募金」
 11．3 阪大倫理委「脳死移植を条件付き承認」東北大、東京医大に次ぎ3番目。
 1ユ．6 京大医「血液型違う母親（AB）→女児（B）の移植成功」 京大25例、国内37例
     目。
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91．ユユ．7 厚生省「全国綱の骨髄バンク」8月より発足を発表。 患者5，000人に対し、
     ドナーと白血球の型の一致割合は兄弟でも1／4で、他人では500～数万人に
     1人の為、全国ネット不可欠。
 11．12 岡山大医、「膵腎同時移植の女性死亡」6例中2人目
 11．14 九大工、船津教授ラットより採取の肝細胞培養で「3週闇持続の人工肝臓」
     装置開発。
 11．27 （米）スタンフォード大メディカルセンター「心臓移植から22年目に死亡」
     手術後1年の余命と言われながら毘ブレーン氏は最長記録。
 12，17北大医「母親から男児へ生体部分肝移植」
92．1．8 信大医「少年への脳死肝移植を断念」病状悪化で臨調答申待てず渡：豪予定。
  1．22 政府「臨時脳葬及登臓器移植調査会」（脳死臨調、永井道雄会長ら15委員、
     参与5人）2年間の審議終え答申。脳死を「人の死」とし、臓器移植を条件
     付きで推進」。反対少数意見も併記。
  1．24 日本循環器学会、臨調答申承け心移植者の「適格性認定作業を開始」。密室
     化改め、不必要な移植防止の為。
  2．3 北大医、北海道初の「生体肝移植男児死亡」49日目。
  2．4 （英）ブリストル大、世界初の「ヘソの緒血液バンク」設立へ。ヘソの緒に
     も血液細胞を造る幹細胞あり、新生児はウイルス汚染も少ない利点。但し、
     わずか100CC。
  2．9厚生省「脳死移植で検討会設置」生前の意思確認法、優先順位、ドナーカ
     ード普及法など。
  2．13福岡、橋川一也氏、3，600万円集まり渡：英、提供者待ち。
  2、15 山梨、小林未央ちゃん（8才）昨年7月渡米「心臓移植に成功し元気に帰国」。
  3．12 （米）オハイオ州連邦地裁、日本の全国紙に「人工心臓弁訴訟で異例の和解
     法定公告」掲載。通称C／C弁は50才以下で1年に0．8％の破損率、日本を含
     め全世界で2万人以上が和解に加入か。
  3．13 日弁連理事会「臨調答申に異議採択」脳死を死とする事には各種世論調査
     から見て、大多数どころか、相当数の理解すら無い。提供者の意思確認法
     にも問題。
  13．ユ9 （英）ネイチャー誌、HRC分子生物学研究所の長井研究員とステトラー博士
     「遺伝子工学で人工血液」合成成功を発表。ヘモグロビン合成で、輸血に
     伴なうエイズの心配解消。




     劇症肝炎に適用は初めて。
  5．8 生命倫理研究議員連盟「臓器移植法制化へ原案」
  5．13 東北大医「父親一・1才女児へ生体肝移植」国内50例目。
  5．19九大、肝移植必要と診断の患者で「肝移植を待つ家族の会」発足。提供促
     進を訴え。脳性マヒ者協会会長「犯罪的感じだ」、肝移植を求める患者の
     山元代表「当然だが懸念も」。
  6．13東京、日米医学医療交流財団で働き移植コーディネーター目指す蒔田美加
     さん（32）「ドナーになりたい人と、なりたくない人の意志を活かす会」作
     る。意思表示カードには「提供拒否を明示する項目」もあり。
  6．22 九大、UNOS（全米臓器分配機構i）へ提供依頼し、「輸入脳死肝移植」を倫委へ
     申請。1990年7月東女医大の欧州から空輸の脳死肝移植（翌日死亡）に次ぎ2
     例目の輸入。信大は前年UNOSから提供を断られており、今回も6月22日、提
     供困難との見解。
  6．23 信大倫委「輸入臓器の移植、我国初の承認」
  6．25 （米）ピッツバーグ大、藤堂準教授、九大にて「小腸移植の成功率向上」に
     我国開発の新免疫抑制剤FK506と報告。
  6．28 （米）ピッツバーグ大チーム、35才肝不全男性に「ヒヒの肝臓を移植」
  7．2 横浜地検、塩化カリウム注射事件の元東海大助手を「安楽死殺人」で起訴。
  7．17大阪警察病院、移植待機患者に人工心臓。「我国初のつなぎ使用」欧米で
     は一般的。
  7．20 九大倫委「輸入肝移植は継続審議に」ヒヒの移植さえしている米国側の批
     判も配慮。
  7．25 （米）ユタ大、樋口浩介ちゃん（1才）の「脳死心臓移植」成功。
  7．28 中央社会保険医療協議i会「生体肝移植に保険適用」本人負担8割から3割へ。
  8．5都立駒込病院で「骨髄提供者が2年近く植物状態」判明。麻酔で血圧急低下。
  8．12 東大PRC、骨髄ドナー死亡に疑い、「公開質問状」。世界的にも死亡の報告は
     なし、麻酔ミスか。
  8．18骨髄移植推進財団「ドナー補償の保険1億円」に。
  8．28九弁連調査、インフォームド・コンセントの実施「患者側16．6％医師側93．
     6％」。意識の隔たりを指摘。
  9．3厚生省中央薬事審議会、「世界初の植え込み型人工中耳実用化承認」。コ
     イルで直接聴神経に。
52 正 木 晴 彦
92．9．6 （米）ピッツバーグ大「ヒヒ肝臓移植の患者感染症で死亡」71日目。「種」
     の壁、克服できず。





     抑える治療で。
 11．7 （米）サクラメント総合病院「世界初のロボットが外科手術」。コンビュー
     ター制御のロボドク（ロボット医者）、股関節の接合手術、人間より正確に。
 11．13 名古屋第一赤十字病院、「国内初の米国から空輸の骨髄で移植」
 11．28 東大の医師や北海道の市民グループ、栃木県の臓器移植の医師を「脳死判
     定不十分」と告発。
93．1．8 自治省「骨髄ドナーの地方公務員病休扱い」を全国に通知。
  1．10 （米）ピッツバーグ大、62才男性に「2例目のヒヒの肝移植」
  1．12 名古屋の「骨髄移植の女性死亡」術後の副作用で。
  1．28 宮：城、骨髄バンク介し初の「非血縁無間移植」を決定。病院名は公表せず。
     白血球の一致率兄弟1／4、非血縁は500～数万人に1人、成功率も5割。
  2．4厚生省、「骨髄ドナーに特別休暇」を要請。民闇への波及を期待。
  2．4米医学誌（ニュー・イングランド・ジャーナル・オブ・メディシン）、前年暮に
     チューリッヒ大で「心臓のリサイクル移植に成功」と報道。患者が脳死の
     為、再移植。
  2．5 （米）「2例目のヒヒ肝移植患者死亡」27日目。
  2．5 （英）科学技術諮問評議会「生前に拒否表明せぬ人からの臓器取出し」を政
     府へ勧告。ドナー不足の為ベルギー、仏の方式を採用か。
  3．2宮城、「バンク初の骨髄移植患者死亡」34日目。
  3．4 厚生省中薬審、肝移植の強力な免疫抑制剤「プログラフ（治験薬名FK－506）
     承認」シクロスポリンの100分の1で同効果、副作用も少ない。
  3．17 京大、13才少女に母親から生体肝移植、母親B型、娘はA型。
  3．30 人事院、「国家公務員にも4月から骨髄移植ドナーに休暇制度決定。」
  5．24 近畿の医療機関、「初のスモンバンク開設準備委」発足。死後に移植用皮膚
     の提供を受け、他府県にまたがるネット作り。
  5．29 名古屋、看護婦、保健婦が「日本インフォームド・コンセント研究会」を結成
「生と死のネオパラダイム」と倫理 53
93．6．14 移植関係学会合同委、「脳死肝移植の実施、5大学を特定」地域性も考え、東
     北、東女医、名大、阪大、九大に。生体肝移植例の多い京大、信大は外る。
  6．25 東大医科研、倫委への脳死肝移植申請で、「がん治療例を大量水増し、医局
     員抗議で学会発表を中止。手術4例を23例に。日本でトップを切って脳死
     肝移植に踏切ると注目されて来た（二三は90年2月承認済）だけに影響は大。
  6．26 （米）UCLA（カリフォルニア大L．A．校）、スイスに次ぎ「2例目の心臓リサイク
     ル移植に成功」
  7．3 旭川、肝移植研究会で、東女医大鈴木忠教授「事故死の青年（19才）の父、
     金目的で全臓器提供申し出、若干の謝礼のみと聞いて撤回」と報告。本人
     意思の文書確認は重要と助教授。（先進国では「無償の善意」が鉄則、この
     点だけは各党協議会が一致している。）
  7．7 日本病院会、インフォームド・コンセント、カルテ閲覧、薬拒否権等を含む
     「患者の権利章典制定」を決定。
  7．16 （米）ピッツバーグ大、「5才少女へ初の5臓器同時移植に成功。」（胃、すい、
     肝、小腸、大腸）
  7．20 薬剤師国家試験改善検討委、「患者の心理や医療倫理出題」を厚生省へ報告。
  7．21 京大、本年2月に移植の女児（1才）、「母の次は父から生体電畜移植」
  7．31 （露：）トルード紙、ソ連時代以来「ロシアに秘密の、要人のみの血液銀行」
     あり、17，000人分に暗号を付して保管と報ず。
  8．13 （ブラジル）リオ警察「臓器売買目的の犯罪組織を摘発」。乳児一人200ドル
     （約2万円）で買取り既に50人以上を外国へ。心臓800万円、腎臓350万円。
  9．4 香港、国際外科学会にて、ハンブルグ大ブレルシュ教授「生体肝移植でド
     ナーの29才母親が死亡」と報告。
  9．4 （米）カリフォルニア州に、慈恵医科大開発の死体の神経、血管の超冷凍保
     存法による「組織バンク設立」
  9．6 逸見政孝タレント、自らガンを公表し、3ケ月の休養を宣言。
  9．24 信大工、山田一教授グループ、世界初の「リニアモーター完全埋め込み型
     人工心臓、羊で成功」。小型で正確、実用化へ第一歩。
 10．22 九大、肝硬変の男性に「心停止移植」。千里救命救急センターで脳死判定の
     患者から、心停止後に肝を摘出、九大で移植。（行政側要請で脳摘出は断念）
 10．24 中川米造阪大名誉教授、脈拍あるのに肝臓の状態を良好に保つ為に灌流液
     を肝臓に注入したのは「脳死移植に限りなく近い」と語る。
 11．14 長大・信大グループ、RNA切断物質を合成、ウイルスの増殖を抑え、肝がん率




     イズの恐れありとして、輸入を制限。
 12．12 神奈川県立こども医療センター「払出バンク」提言。病院で処分される、年
     間120万人分の胎盤を利用して、骨髄移植に代わる白血病治療法に。
 12．20 移植関係学会合同委、「脳死移植実施で選定」《心臓》東北大、東女医大、埼玉
     医大、名大、阪大、国立循環器センター、奈良県医大、鹿大、《肝臓》東北大、
     東女医大、信大、名大、阪大、京大、奈良県医大、兵庫医大、岡山夫、九大。
 12．26 （米）ボストン・サンデー・グローブ紙、MIT研究者らが「精神障害児（少くと
     も49人）に放射性物質等の食品で人体実験」。 血液などへの影響を調べた、
     と報道。
94．1．4 九大、10月23匿いわゆる心停止後肝移植の患者死亡、73日目。1日40万円、
     2ケ月半で5，000万円で大学側「患者選択で見直し」を迫らる。
  1．6 （米）ロサンゼルス・タイムズ、シンシナティ大研究者、10数年にわたり、低
     所得者や知的障害者を対象に、「核戦争想定の大量放射線の人体実験」を報
     道。
  1．17 （米）ニューズ・アンド・ワールド・リポート誌、CIA（米中史情報局）1950年代
     にソ連に対抗する洗脳技術開発の為、米国内で数千万人を対象に「幻覚剤
     や電気ショック実施」と報道。冷戦時代に北鮮で工兵捕虜先脳に触発され
     た由。（女性精神病患者が30回の電気ショックで56日間も薬で眠らされた。
     ／／ある兵士は幻覚剤を投与されて車を運転、本人は、運転についてほとん
     ど記憶なし）
  1．／9 信大医、国内初の成人間の生体肝移植（93．11．2）の主婦退院。海外ではト
     ルコとドイツで数例。
  1．19 厚生省研究班、臓器提供の「ドナーカード配布制」を提言。現行の登録制は
     煩雑で、所持率は0．4％、米国は24％。
  1．25 各党協議会「臓器移植法案」国会提出を決む。脳死臨調の脳死前提移植可
     の答申から2年経ているが、論点は①脳死が人の死であるとの前提②提供
     は本人の承諾なくても家族の同意で良い③医師から強要されて提供があっ
     ても罰則なし、etc．。
  1．27 佐世保、JATCO（日本移植コーディネーター協会）のドナー遺族対策協議に
     て、九大肝移植（93．10）のドナーの母親、提供は、「瞬間的承諾」で、腎・肝の
     みの積もりが、「多くの組織・臓器」提供となったと語る。
「生と死のネオパラダイム」と倫理 55
94．1．30 （米）ワシントン大にて山口の高校生「日本人で初の脳死者からの両肺移植」
     を発表。手術は1月中旬で経過は順調。
  2．11大阪、骨髄移植推進財団、中国、香港、台湾、韓国を加えて「アジア・ネットワ
     ーク」設立懇。
  2．24 （スウェーデン）ヒュディング病院にて福岡の会社員、弘孝則さん「脳死肝
     移植」
  2．26 京大、今田裕太君（1才）への「母子生体肝移植」
  3．5 厚生省、現行の腎臓のみ→「全臓器対象の全国ネット」を来年4月にスター
     トの方針発表。欧米並のシステムへ。
  3．9 名古屋第一赤十字病院、米国の白人女性から日本の女子高生（17）と会社員
     （42）へ、「異人種間で初の骨髄移植」に成功。HLAが合えば異人種間移植可
     能を証明。
  3．19 （独）埼玉の神山葵ちゃん（8）、「心臓移植」成功。
  4．2 テレビ朝日、「ザ・スクープ」時間枠総べて（55分）を使い、前年9月の番組（中
     国で死刑囚の臓器売買の報道）を検証。通訳に警官の制服、他人を死刑囚家
     族の如く撮影etc．を明かす。
  4．8 ノンフィクション「裂けた岬」（恒友出版）にて合田一道氏、昭和18年の軍
    ．用輸送船難破時の「人肉食事件」を公表。
  4．12 各党協議会、議員立法で「臓器移植法案」国会へ提出。
  5．5 （英）イムトラン社「ヒトの遺伝子組込んだブタ」の量産目指し、2～3年後
     に提供開始。ブタの臓器の人体移植時の拒絶反応防止策。肝臓以外は将来
     可能の由。         ，
  5．6 仁恵連、刑法改正対策委、臓器移植法案に反対の立場から「移植治療のた
     めの臓器の摘出に関する試案」．発表。①脳死を人の死とする社会的合意無
     し②本人意思不明でも摘出可能にするのは、移植の円滑な推進と定着を妨
     げる。
  5．6 京大、国内「150例目の生体肝移植」（京大100例、生存率85％）
  5．10 九大工、船津教授、肝細胞使用の「ラットで人工肝臓」が機能回復。肝不
     全やドナー待ちの間のfつなぎ」として期待さる。
  5．22 通産省、1995年～2010で一兆円費やし「人工臓器研究センター」（仮称）を
     つくば市に設置の構想。
  6．4 厚生省、スリースター・ジャパン社の「比への生体腎移植ツアー」募集の新
     聞チラシに自粛要請。
  6．7 九工大、金藤教授、導伝性高分子（ポリアニリン）の電圧変化を利用して「人
     工筋肉に新手法」。問題は耐久性。
56 正 木 晴 彦
94．6．ユ7横浜総合病院の平医師、家族の承諾得て8ケ月間に、「4人の脳死者から腎摘
     出」し、他の病院へ提供と公表。具体的事例の公表は1991年（岡山）以来。
  6．24大内厚相、脳死移植、「緊急性あれば容認」と発言。従来のすべての移植は
     「緊急を要する」との名目だったとの非難あり。
  6．27大阪、二宮キョ子さん（腎摘出患者遺族）、「移植優先で治療放棄」と、関西
     医大を相手取り人権救済申し立て。
  6．28大内厚相、できるだけ法律を踏まえてやるべしと「発言修正」
  7．18 通産省、人工神経、人工筋肉．．．．を目指し、「繊維科学の将来展望に関する
     調査研究会」発足さす。
  8．9 東京女医大グループ、骨髄同時移植で、「腎臓移植の拒絶反応を防止」。免疫
     抑制剤不要に。サルの実験で成功。
  8．29香港の国際人権団体（ヒューマンライツ・ウォッチ・アジア）、京都の国際移
     植学会にて、「中国では移植用に死刑囚の臓器・死亡前摘出も」と公表。
 10．18愛知、静岡の5病院「脳死腎移植24件を公表」（1983～90迄）。まとまった
     報告は初。
 10．30 香港のジョージ陳医師、サウスチャイナ・モーニング・ポスト紙に「中国で
     死刑囚の腎臓購入で移植」を語る。
 11．3 （米）テレクト歯噛クス社説のペースメーカー「ワイヤ折れて心臓に穴」7件
     発生2人死亡。回収措置を発表。
 11．4 （米）シカゴ裁判所、生後13日の「息子を殺して心臓提供」の父親に、禁固35年
     の判決。発覚前は社会的な称賛浴ぶ。
 ユ1．21 東海大医、骨髄移植に代わる幼児白血病治擦として、日本初の「さい帯血幹




     値は最高ユ1万円、当事者は善行意識など。
 12．26大阪府立大付言、大動脈瘤で「開腹せず、血管からカテーテルを入れ、人工
     血管移植」に国内初の成功。高齢、合併症患者に有効。
95．1．16長崎大倫委「大動脈弁の移植承認」人工弁や豚とちがい遺族らの提供同意
     書を必須条件とす。国内では奈良県医大に続き2番目。
  3．4 厚生省・渡航移植多施設共同調査研究班「心臓移植で20人が渡航」と発表。




      （安楽死・尊厳死・脳死・死の判定基準 etc．）
75．4．15 （米）ニュージャー・ジー、K．クインランさん（22）アルコールとトランキライ
     ザーを飲み合わせた後、意識を喪失。
 11．10 （米）ニュージャージー州高裁、ミューア判事「植物人間となった娘の呼吸器
     取り外しの訴え」を却下。両親は州最高裁へ上告。
76．3．31 （米）ニュージャージー州最高裁、一審覆し植物状態のK．クインランさんに
     「安楽死認める判決」今回は、彼女に限っての決定だが、本人の意思によら
     ず第3者の判断で決定するならば、安楽死の美名に隠れ財産横領や保険金詐
     欺も可能。（本人の訴えや苦痛を見かねて周囲の人が殺す「安楽死」に対し、
     本人に苦痛も激痛も無いが、近親者が回復不能と判断して、見苦しくなる前
     に死なせる「尊厳死」と呼ばる）
  8．26 （米）加州上院「安楽死法案を可決」。下院通過済みの為、知事の署名で翌年
     1月1日から全米初の安楽死容認州となる。本人の署名が前提。
77．6．2 厚生省特別調査班、佐藤進医師、東北、新潟7県のみでも「植物人間昨年1年
     聞に13人回復」、治療を早くあきらめ、安楽死に警鐘。
78．1．10（米）加州サンタバーバラ、白血病に苦しむ手ドアルド君（7才）、「母親に頼み
     酸素点って安楽死」。（同齢の安楽死法は成人のみを対象の筈）
  5．13 日本安楽死協会太田典礼会長、末期患者の死ぬ権利を確保し延命医療の停
     止を法的に認あさす「自然死法制定の為の第1次要綱」を第2回年次大会へ
     提案。
  7．1厚生省、前年の簡易生命表まとむ。スエーデンと6年並んだ後、ついに「男72．
     69才、女77．95才で共に世界「の長寿国」に。
  8．30 （米）テキサス州、殺し屋雇い両親殺した女性（35）に「注射死刑の宣告」ガス
     室、電気イス、銃殺より入道的との意見と、医学が殺人に使われることへの
     批判も。全身麻酔剤ソデイウム・ペンタトール使用。
79．2．15 （米）L．A．裁判所、自動車事故でこん睡状態となり人工呼吸装置のカで生き
     る「3才の男児ベンジャミン君に安楽死許す」








     ない寝たきり老人や植物人馬15人に退院勧告、うち11人は家族も了解、「病
     院はDr．看護婦つきのうば捨て山に非ず」の発言が臨時市議会で問題に。病
     院のあり方（社会復帰の為の施設か、老人福祉機関も代行すべきか）を巡る
     問題提起なり。
  4．18 日本安楽死協会「安楽死法」草案決め、法制化めざす。この消極的安楽死
     法では、末期医療での「自己決定権」を打ち出す。
 12．28 スウェーデン最高裁、全身マヒに苦しむ病人の安楽死を手伝った女流作家
     に「禁固刑一年」を言い渡した下級審決定を支持。
80．6．26バチカン枢機i卿委員会。 「条件付き乍ら、安楽死認む」。家族の希望と医
     師の助言を考慮し①治療効果なく②治療の恩恵よりも苦痛がはるかに大
     きい場合のみ。
 11．5朝日新聞全国世論調査、「がん告知で複雑な結果」出る。一般論では「伏
     せるべきが48％」、「自分は知りたい61％」
82．4．14 （米）インジアナ州最高裁、親の訴え認め食道に奇型もつ生後一週間の男児
     に「死ぬ権利認む」手術中止、栄養も断ち、15日目に死亡。引き取り申し出




































  2，14 脳死立法目指して「生命倫理研究議員連盟」発足
  3．2 （米）バージニア州巡．チューンさん（71）「死ぬ権利」の判決に従い生命維
     持装置を外し、尊厳死す。
  3．11 「関東弁護士連合会」脳死立法に慎重な見解示す
  3．19 脳死法制化目的に「生体腎移植問題（議員）懇談会」発足
  4．16 （米）政府、重度身障新生児に条件付きで「死なせる権利」
 ・5．14 現行700症例の中、「4割は脳死学会の基準に合致せず」と発表（厚生省脳
     死研究班）
  6．11 （米）カレンA．クインランさん（31）死亡。1975（昭50）4．15以来10年間の植物
     状態。「尊厳死」法制化の端緒
  9．8脳死の全国調査。％施設が回答。半年間で530例を確認（厚生省脳死研究班）
  9．19 （仏）著名な医師ら「尊厳死手助け」の宣言。署名を開始
  9．26 （米）下院、重症先天異常児の「死なせる権利」否決
 11．11「法務省」脳死立法化を検：討開始
 12．7 「厚生省脳死研究班」脳死判定の新基準（6項目）公表
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86．4．6脳死似よる移植に29．6％賛成（総理府世論調査）
  5．16 「日本法医学会」脳死認める方向を打出す
  8．24 （中）11年間の「植物状態」から意識回復（12才の少女）
  9．11 （蘭）ハーグ高裁、95才の老人への安楽死処置医師に、無罪判決
87．2．12 阪大病院に「脳死判定委」発足
  2．15 （蘭）政府「積極的安楽死法」閣議決定。夏頃に成立か
  2．25 日本学術会議の「医療技術と人間の生命特別委」医学界以外始めて脳死容
     認の見解まとむ
  4．22 「日本学術会議総会」脳死を人間の個体死とする特別委の中間報告に対し、
     主として法律関係者から時期尚早論
  6．30 「日本弁護士連合会」日本医師会生命倫理懇談会の脳死を人の死とする中
     間報告（62年3月）に反対意見表明
  8．19 国立小児病院、重度障害で2年5ケ月人工呼吸器で生存の子に「早く死な
     せて」（両親）「脳死ではない」（病院）で対立
  8．22．東京医歯大「脳死前提の腎臓移植」倫理委員への申請（阪大に次ぎ第2号）
  8．23 久留米第救急センター「脳死後も2ケ月以上生存の例」 校内で殴られた中
     2生
 10．ユ4 広大医学部厚生省基準に基づく「脳死」判定患者が8日目から呼吸運動（？）
     筑波メディカルセンターも「脳死後」の特異な反応を報告、（基準に検討
     課題）
 10．18 総理府調査 臓器移植は肯定的（賛成17．8、反対13．5％）
     「脳死は死」には意見割れる（賛成23．7、反対24．1％）
 10．23 日本学術会議総会「脳死」見解で両論併記でやっと承認
88．1．8米国医師会誌（J訓A）に、がん患者「安楽死」の告白記事
  1．12 日医、生命倫理懇談会「脳死容認」の最終見解（当事者の同意条件。臓器
     移植も認める）
  1．13 東京医大日医の報告にて「脳死の膵臓移植」申請
  1．30 島根医大「脳死者からの肝移植」申請
  2．1鹿大医脳死研究会。「脳死判定」の新マニュアル草案（厚生省基準の他①脳
     血流停止 ②聴性脳幹反応）
  4．13福大医「生と死の倫理研究会」発足
  4．14朝日世論調査「脳死」容認男50％、女37％「心臓移植」男女とも37％が肯定
  4．16 日本移植学会。九大にて「脳死、臓器移植」のための市民参加全国縦断シ
     ンポ第一弾
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88．4，ユ6 日弁連、日医の「脳死容認」に反対の意見書
  4．28 厚生省国試出題基準検討委 「脳死や移植」を盛込む
  6．14 鹿大柏救急部「家族の同意なくても脳死患者の治療打切る」指針を発表
  6．17 「日弁連」脳死、移植に条件付賛成の姿勢
  6．17筑波大晶出・久留米大医「脳死後104日間心臓動く」症例を報告（日本救
     急医学会）
  7．20 （仏）アラン・ショー教授「脳死患者即ち温かい死体で各種の人体実験発覚」
     移植以外の目的に使用（NHK． NC．9）
 11．13 「日本生命倫理学会」創立総会（医、哲、法、宗、科学の各分野より成る我
     国では稀な総合学会）
 11．20「西日本尊厳死協会」結成
 11．26 関西医大アンケート「9割以上の医療機i関は脳死を認めるが臓器摘出には
     消極的
89．3．12 「日本循環器学会」アンケート。厚生省の脳死基礎に慎重論半数。功を焦
     る余りの見切り判定も心配。
  4．13 「阪大医倫理委」脳死での移植容認
  4．14 （懊）ウィーンのラインツ病院「安楽死事件発覚」75才以上を49人も（NC．9）
  4．19 （米）N．Y．州最高裁が「尊厳死」承認の女性、4ケ月半後に意識回復で深刻な
     論争に。






  2．16 「東大医科研」倫理委「脳死肝移植承認」
  2．21慈恵医大・杏林大グループ「超音波で脳血流停止の診断法」厚生省が研究
     委託（脳死判定の導入可否を）
  3．28 「脳死臨調」初会合、15委員で2年以内に答申予定
  6．2 小倉病院「脳死乳児に呼吸器外したと発表」
  6．5 （米）ミシガン州のアルツハイマー病のJ．アドキンス夫人
     考案の博士が見守る中で「自殺装置」のスイッチを入れて死ぬ。
  7．9 佐賀医大「倫理委」発足。脳死の情報集め。
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90．7．11 九大倫理委「脳死は固体死」全員一致で回答
  7．13 日弁連人権擁i護委員会「脳死容認に条件付で踏み出す」
  8．10 北大倫理委、脳死判定に「患者本人又は家族の同意」を明記
  9．5 阪大病院、犯罪被害者を「脳死で判定」し「解剖と同時に腎移植」。大阪
    地検「障害致死」で起訴へ
  9．18高知地裁、がん苦で自殺図った妻絞殺の中屋善朗被告（54）に「安楽死認め
     ず有罪」の判決
  9．28 ノースカロライナ州のバプティスト病院で、脳死男性が「臓器摘出直前に
     生命兆候（痛み）に反応」
 10．18 東大医師ら阪大の脳死・腎移植告発へ
 10．19九大「脳死の臓器提供断った（7月）ケース」を公表
 11．20 臨調有識者アンケートで「脳死移植を60％以上容認」 （731人中）と公表
 12．3 （米）ミシガン州、オークランド郡検察、J．キボキアン博士（62才）を「自殺
     装置考案殺人罪」で逮捕（90．6．5J．アドキンス夫人が博士の見守る中で、
     この装置のスイッチ押して死亡。）
 12．13 （米）オークランド郡地裁、「自殺装置考案博士の公訴棄却」（死を引き起し
     たのは患者本人なり）→死ぬ権利は州議会の決定事項の由
 ユ2．26 （米）死ぬ権利裁判のN．クルーザンさん（33才1983年1月以来植物状態）「病
     室で安楽死」連邦最高裁は、90年6月、「患者が死を望んでいる明確な証拠
     があれば安楽死を認む」
91．1、7 京大・，脳死判定基準調査検討小委「脳死判定基準追加」厚生省の6項目の
     他、①聴性脳幹反応調査、②脳死判定の間隔を6→24時八目とする事を義
     油化、③脳血流検査も採用を提言（生体肝移植では先行したが、脳死移植に
     は厳しい姿勢。）
  1．11 国立がんセンター笹子医師追跡調査「がん告知・患者の88％が1ケ月以内
     にショック克服、家族は92％が肯定」
  1．14 宮内庁、本人の強い意思により三笠宮寛仁殿下の「がん入院を公表」
  1．22 九大、脳死判定基準策定小委「聴性脳幹反応の義務付け」素案を倫理委へ。
     （判定除外例に①窒息による脳低酸素症など二次性脳障害、②事故、事件
     等で司法検死が必要な場合を追加）
  2．7 東大医、多田富夫教授（免疫学）「脳死テーマの『能』の脚本執筆」国立能楽
     堂で上演さる。
  2．7 阪大医、脳死者の肺移植を倫理委へ申請（広大、東北大、北大に次ぎ4例
     目）
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91．2．19 九大医倫理委、「脳死判定基準了承」厚生省6項目に止め、聴唖脳幹反応は
     除外、脳血流検査は要望に。（対象を直接脳に障害の一次性脳障害に限り、
     検視対象者及び6才以下の小児は除く）
  3．13 東大医科研「脳死肝移植、臓器状態悪く見送り」臨調中闇答申（6月）を待た
     ず、約1年前から準備、見切り発車の予定であった。
  4．12 東女医大倫理委、私大初の「脳死を個体死と認め、移植承認」
  5．13京女大、日本初の「生命倫理研究センター設立」
  5．13 東北大倫理委の「生体肝移植」申請（これ迄に22例実施済）
  5．14 東海大病院「末期グん患者に安楽死判明」（助手が家族の依頼により独断で）
  5．17 日本精神神経学会「脳死は慎重に」との見解を総会報告。
  5．25厚生省「がん告知6割が希望」延命より苦しみ緩和優先が8割。
  5．27東海大倫理委見解「安楽死事件、倫理にもとる」尊厳死は否定せず。
  5．29 日弁連刑法改正対策委「脳死を人の死と認めず」（多くの国民に判りにく
     い、相続等への影響、脳死体が医学実験に利用される危険のため）移植は立
     油化で
  9．13 毎日新聞世論調査（20才以上5，000人男女）、「脳死容認」45％（対前回比
     ＋5％）、「認めぬ」23％、「わからない」30％（＋9％）。前年の臨調有
     識者1，000人調査（65．1、15．3、7．4％）と大差。また、男性（51、20、26
     ％）、女性（39、25、34％）、20～50代（約50％）に対し、60才以上（35
     ％）が容認。生前に意思表明者の臓器提供家族の賛・否は53：43。
  9．20 日弁連「脳死臨調に反対意見書」社会的合意なく、ドナーの人権侵害の危
     険あり。
  9．22 毎日新聞世論調査「がん末期の延命治療中止77％が容認」
 10．2宮崎医大、脳死判定基準委、移植前提の「脳死」を審議開始
 10．4 鹿大倫理委「厳しい脳死判定基準」①聴性脳幹反応必須、②脳血流停止確
     認を要望、③脳死判定の手続きは、家族からの要請のみとする。
 10．4 鹿妻倫理委、「宗教上の輸血拒否には患者の意思を尊重」
 10．9 PRC（患者の権利検討会）企画委、脳死移植で阪大医師ら5人を殺人罪で告
     発。（8件目）
 10．15臨調世論調査「脳死容認45％」わからないも31％
 11．4 読売新聞世論調査（3，000人）「脳死容認」47％（昭和57年三一4％）「心
     肝等の移植容認」は、それぞれ75、76％。
 11．5 （米）’ワシントン州「死の手助け法制化住民投票」反対55％で否決（2人の
     Dr．が余命6ケ月以内と認め、親類以外の2人の証人の前で意思表示すれば、
     自殺ほう助免責の立法）
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91．11．5 鹿大倫理委、厚生省六基準より厳しい「脳死判定基準」決定。（聴性脳幹反応
     の消失必須、脳血流停止も参考に）
 11．15朝日新聞調査、脳死判定基準を定めている24大学中、15大学が「厚生省基準
     に前記2項目を追加」と判明。
 11．19長大医、倫理委の諮問機関として「脳死に関する小委員会」設置（平4年3月
     迄に判定基準を）
 11．26 救急医学会理事会「脳死段階で臓器摘出容認」決定。
92．1．6 （加）ケベック州裁判所、ギラン・バレー症候群と呼ばれる神経系の「重病女
     性（24才）に死ぬ権利認む」
  1．14神奈川県警、東海大助手を「安楽死殺人容疑で送検」 （患者本人の明確な
     意思表示や本人にとう痛反応なく、塩化カリウム注射に際して家族に説明
     なく、名古屋高裁の6条件の中4条件を欠く為）医師への安楽死容疑送検
     は我国初のケース
  1．22 政府臨時脳死及び臓器移植調査会（委員15人、参与5人）「脳死を人の死」と
     し、「脳死者からの臓器移植を認める」答申。賛同せずの少数意見も併記。
  1．30 大阪、事故脳死者の臓器提供「警察が検視を理由に待った」
  2．3 京大倫理委、臨調答申後初の「脳死肝移植、条件付き承認」
  2．24 鹿大倫理委「脳死心移植の承認見送る」 （社会的合意まだ）
  3．18 日医生命倫理懇報告「末期医療で尊厳死容認」「自然死法制定」も。（患者
     が望めば延命処置停止にDr．の免責保障を）
  6．2 山畠大病院「脳死35日目の女性（28）が健康な女児を出産」。前年1ユ月、出
     産の2週闇後に心停止。人の死論議に波紋。
  6．27厚生省発表、平均寿命は続伸。乳児と高齢者の死亡率減で「男76，11才・女
     82，11才で世界最高」。1947年は50，06才と53，96才。男女差も開く。
  7．3 （中国）陳西省の中級人民院（最終回）、「母親を安楽死させた息子と医師に無
     罪」。中国で初の安楽死への確定判決。
  7．24 （旭川）日本ペイン・クリニック学会で弘前大松木教授、「大学病院でのター
     ミナルケア、医師の評価は賛否半ば」と報告。若いDr．は先端医療の方へ目
     が向きがち？
  9．14 国公立専門病院18：施設の医師対象アンケート結果。「末期がん告知19％、延
     命治療打切り68％」
  9．26 （米）J．キボキアン元医師「末期がん患者安楽死さす」5人目。自殺装置の発
     明で前年医師免許をはく奪さる。
「生と死のネオパラダイム」と倫理 65
92．10．17尊厳死望む栃木の女性（53才）、スズメバチに刺されたショックで脳死状態
     の為腎臓を摘出、北里大で移植。厚生省の判定基準のうち、脳波検査せず、
     脳幹反射消失、自発呼吸のチェック不十分の為、「不十分な脳死判定」との
     批判も。
 11．4 （米）カリフォルニア州、大統領選と同時の住民投票で「積極的安楽死法案、
     小差で否決」、薬物投与による死への介助は禁止さる。余命診断の精度と
     医療ミス防止策不十分が理由。
93．2．9 （蘭）下院「積極的安楽死法案、条件付きで可決」。末期患者が耐え難い痛
     みに苦しみ、「死にたい」と繰返すなど28項目を満たせば、医師の不起訴を
     保証。
  2．25 （蘭）小児科学会の新生児医療倫理委、「障害もつ赤ちゃんの延命中断、年間
     数100件」と推計。意思表示せぬ新生児には安楽死法は適用できず。
  4．21 （蘭）「安楽死ほう助の医師に無罪判決」、ガイドライン違反の有無が争われ
     た。
  5．8厚生省の介護者調査、「がん告知した18％、知らせて良かった58％」
  6．11毎日世論フォーラム調査結果、自分の場合「がん知らせてほしい71％」、家
     族の場合「知らせる32％、知らせない39％」
  8．4 厚生省、末期医療に関する国民の意識調査検討会の調査「尊厳死、約8割が
     希望」
 10．21学術会議、死と医療特別委、末期患者の明確な意思あれば「尊厳死を積極容
     認」の報告素案まとむ。法曹界には末期、不治の定義の無いことへの批判も。
 10．24 （米）ヒラリー大統領夫人、医療費抑制狙い「尊厳死肯定」を国民に問題提起。
     （全医療費の三分の一占む）
 11．7 （米）クリントン大統領「自分の尊厳死に署名の意思表示」、米国民にも熟考
     を求む。
 11．21 市民団体（脳死・臓器移植に反対する全国連絡会）が11月13～ユ4に受付けの
     移植苦情110番で「提供拒むと冷たい扱い、手術時の説明不十分」の意見あ
     りと発表。
 11．30 （蘭）世界初の積極的安楽死法、「上院も小差で可決」、1月より実施へ。
 12．10 厚生省、脳死及び臓器移植に関する各党協議会で「脳死判定後の医療費、将
     来は自己負担」の方針示す。脳死を人の死と認めぬ場合も含む。
94．3．1画面省ワーキンググループ、脳死者死亡時は「2回目の脳死確認時（6時間
     後）」に。
66 正木晴彦
94．4．9 日産婦学会で鹿児島の医師、子宮がん等の患者30人への心理テストの結果
     を発表。「告知後情緒安定し、積極性高まる」但し、医師側にも、毎日3回
     以上顔を出す等の条件つき。
  5．3 （米）デトロイト地裁の陪審、前年8月に行なわれた装置使用による「自殺ほ
     う助事件でJ．キボキアン元医師に無罪評決。同医師は1990年以来20人の末
     期がん患者等を手助け。「死ぬ権利」を巡る議論、活発化へ。
  5．6 日弁連刑法改正対策委、衆参厚生委と厚生省へ「臓器移植法の対案を送付。
     ①脳死を人の死とせず（移植と言う限られた目的の為に死の概念を変更す
     るには慎重たるべし）②臓器提供はドナーカード等により本人の意思表示
     ある時のみ（家族の承諾のみでは不可）③死亡時刻は心臓死の時④精神障害
     者、15才未満は認めぬ。
  5．20 （米）L．A．上級審、「火葬される遺体の臓器無断売却の経営者、遺族と和解、
     2200遺族に約18億円。NBS（ノースカロライナ・バイオロジカル・サプライ）
     社と葬儀社が、7年間に亘り遺族に無断で1万6000体から臓器等を取出し（金
     歯も）て売却したもの（キリスト教白人社会では火葬はまれ、イスラム系で
     はユ00パーセントせず）
  5．26 日本学術会議「尊厳死条件付き許容の最終報告」末期患者の意思前提に水
     分を含む栄養補給を中止して良い場合も。
  7．12 横浜総合病院、無呼吸テストせず「不十分な脳死判定で腎摘出」判明（4人
     中3人）。厚生省判定基準の、人工呼吸器を10分以上外すなど、然も6時間後
     再テストは必須項目にもかかわらず無視。
  7．17 尊厳死協会理事長、協会運営費1000万円を私的流用で辞任。
  9．4 保健医団体調査「開業医の8割は脳死容認」の結果。
  9．13 （独）最高裁、「植物状態患者の尊厳死で新判断」。本人の意思明白なら、死
     期迫ってなくても延命中断できる。
  9．24 長崎県尊厳死を考える会発足。
 11．3 日本救急医学会にて、大阪府立病院の木下順弘医長らが「脳死判定適合の患
     者の1割が自動運動、3割にひとみの縮小」と発表。厚生省基準の再検討求む。
 11．5 （米）レーガン元大統領（83）、米国民宛の書簡でアルツハイマー病を公表。同
     病への世間的認識を深める為の由。（今や私の人生は日没に向かい始めた・・）
 11．7横浜地裁、東海大元助手の安楽死事件で懲役3年求刑。
 11．8 （米）オレゴン州「全米初の安楽死法、住民投票で可決」。オランダに次ぎ2
     っ目。ワシンントン（1991）、カリフォルニア（1992）の両州では否決。本人



















































































































































































































































































































































































































































































                          く の
めるのも一法である。いわゆるネガティブ・コンセンサスの発想である。「彼は背が高
い」と「彼は背が低くない」の両命題の指示範囲は同じではない。後者には前者の他
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